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(54)【発明の名称】 色コントラスト反転を有するディスプレイ・アセンブリ

(57)【要約】
【課題】  表示された情報の色または情報が表示される
背景の色を他と反転できるようにする特定の配置構造を
提供する。
【解決手段】  第１表示装置（２２）の前面に第２能動
液晶表示装置（２４）が配置され、第２能動液晶表示装
置は外部から始めて、第１色「Ｖ」に選択性のある前面
偏光子（１１）と、ＯＮ／ＯＦＦ切替え可能な液晶表示
セル（２６）と、第２色「Ｒ」に選択性のある中間偏光
子（１３）と、ＯＮ／ＯＦＦ切替え可能な光学液晶バル
ブ（２８）と、背面偏光子（１５）とを含み、背面偏光
子は第１表示装置（２２）が暗い背景を有するときには
反射性であり、第１表示装置（２２）が明るい背景を有
するときには吸収性である。制御ユニット（２３）で２
つの切替え状態を選択して、表示された情報の色または
背景の色を反転させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１表示装置（２２）を含み、第１表示
装置の前面に第２能動液晶表示装置（２４）が配置さ
れ、第２能動液晶表示装置は外部から始めて前面偏光子
（１１）と、２つの切替え状態（ＯＮ／ＯＦＦ）を有す
る液晶（ＬＣ

1
）ドットマトリックスまたは数字表示セ

ルと、中間偏光子（１３）と、少なくとも２つの切替え
状態（ＯＮ／ＯＦＦ）を有する液晶（ＬＣ

2
）光学バル

ブ（２８）と、背面偏光子（１５）とを含み、前記セル
（２６）と前記バルブ（２８）の４つの切替え状態は制
御ユニット（２３）によって決定される、色コントラス
ト反転を有するディスプレイ・アセンブリであって、第
２表示装置（２４）において前面偏光子（１１）は第１
色（Ｖ）に選択性であり、中間偏光子（１３）は第２色
（Ｒ）に選択性であり、背面偏光子は第１表示装置（２
２）が暗い背景を有するときには反射性であり、第１表
示装置（２２）が明るい背景を有するときには吸収性で
あり、制御ユニット（２３）は２つの切替え状態の選択
を可能にして、表示された情報の色または前記情報が表
示された背景の色の反転を可能にすることを特徴とする
ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項２】  中間偏光子（１３）が前面偏光子（１
１）および背面偏光子（１５）に対して交差し、セル
（２６）はＯＮ状態にあり、ＯＮ状態からＯＦＦ状態へ
のまたはその逆のバルブ（２８）の状態の変化は第２表
示装置（２４）によって与えられる情報の色を反転する
ことを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ・アセ
ンブリ。
【請求項３】  前面（１１）、中間（１３）、および背
面（１５）の各偏光子が平行であり、セル（２６）はＯ
ＦＦ状態にあり、ＯＮ状態からＯＦＦ状態へのまたはそ
の逆のバルブ（２８）の状態の変化は第２表示装置の情
報が現われる背景の色を反転することを特徴とする請求
項１に記載のディスプレイ・アセンブリ。
【請求項４】  選択偏光子（１１、１３）の第１および
第２色（Ｖ、Ｇ）が補色であることを特徴とする請求項
１ないし３のいずれか一項に記載のディスプレイ・アセ
ンブリ。
【請求項５】  ２つの他の切替え構成が、第１表示装置
（２２）が見えるようになるかまたは前記第１表示装置
（２２）が完全にマスクされるかを可能にすることを特
徴とする請求項２または３に記載のディスプレイ・アセ
ンブリ。
【請求項６】  バルブ（２８）が、反対の切替え構成を
有する少なくとも２つの個別ゾーンを含み、これらの切
替え構成は２形式の情報が色反転で表示されることを可
能にすることを特徴とする請求項１に記載のディスプレ
イ・アセンブリ。
【請求項７】  同じか異なるセル（２６）とバルブ（２
８）の液晶（ＬＣ

1
）と（ＬＣ

2
）が、正または負のいず*

2
*れかの異方性を有するツイステッド・ネマチック形式で
あることを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ・
アセンブリ。
【請求項８】  第１表示装置（２２）が、アナログ表示
装置、ディジタル表示装置、およびこれら両装置の組合
せの中から選択されて、装飾的要素を含むこともできる
ことを特徴とする請求項１ないし７のいずれか一項に記
載のディスプレイ・アセンブリ。
【請求項９】  第１表示装置（２２）が全体的または部
分的に第２表示装置（２４）と同じ構造であることを特
徴とする請求項１に記載のディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１０】  クリスタルガラス（２０）と裏蓋
（３）によって閉鎖されたケースを含む時計であって、
ケースの中には請求項１ないし９のいずれか一項に記載
の少なくとも１つの表示装置に関連する時計ムーブメン
トが収容され、前記第１表示装置（２２）は本質的に時
間関係の情報を表示し、前記第２表示装置（２４）は補
足的な時間関連情報または前記時計のケースに収められ
たセンサシステムの非時間関連情報を表示する時計。
【請求項１１】  第１表示装置（２２）がアナログ形式
であることを特徴とする請求項１０に記載の時計。
【請求項１２】  第２表示装置（２４）がクルスタルガ
ラス（２０）と統合されていることを特徴とする請求項
１０に記載の時計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、２つの重なった表
示装置を使用して色コントラスト反転が得られるように
するディスプレイ・アセンブリであって、表示装置は第
１表示装置とこの正面に位置する第２表示装置とを含
み、第２表示装置は複数の固定偏光子と液晶セルの特定
の配置構成から形成され、液晶セルの切替え構成が色反
転を制御するディスプレイ・アセンブリに関する。
【０００２】本発明はまた、第１表示装置が時計のダイ
ヤルによって形成されている、この形式の表示配置を備
えた時計にも関する。
【０００３】本発明はさらに特定すれば、ダイヤルが暗
い背景に現在時刻のアナログ表示装置を含み、第２表示
装置が他の時間関連または非時間関連の情報を供給する
ために設けられ、前記情報は２つの異なる色で観察する
ことができるこの形式の時計に関する。
【０００４】
【従来の技術】２つの重なった表示装置を含むディスプ
レイ・アセンブリがすでに本出願人の名で欧州特許第Ｅ
Ｐ０９２６５７４号から知られており、観察者に向けら
れたこの装置は表示装置の１つを他の表示装置を除外し
て見ることができるという２つの異なる状態を取ること
ができる。腕時計の中に組み込まれたこの種のディスプ
レイ・アセンブリを図１に示し、この動作原理を図２に
示す。
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【０００５】図１に示す全体を参照番号１で指示した腕
時計は、従来の様式で中間部２、裏蓋３、およびクリス
タルガラス２０が一緒になって１つのケースとなり、ケ
ースの底部にバッテリ５によって動力を受ける電子時計
ムーブメント４が配置されている。ムーブメント４は、
駆動装置に接続された電子保時回路（図示せず）、時間
表示文字（図示せず）が記されたダイヤル１８の上を移
動する時、分、秒用の針１２、１４、１６を含む。
【０００６】針１２、１４、１６とダイヤル１８は、総
合参照番号２２で指示された図示の例ではアナログ形式
である第１表示装置を構成する。
【０００７】この腕時計１は、総合参照番号２４で指示
された、ダイヤル１８とクリスタルガラス２０との間に
配置されたディジタル形式の第２表示装置をさらに含
む。再び図２を参照して、第２表示装置２４は、クリス
タルガラス２０からダイヤル１８に向かって吸収直線偏
光子４０と、液晶表示セル２６と、偏光子４０に対して
交差する吸収直線偏光子４２と、液晶光学バルブ２８
と、偏光子４２に対して交差する反射偏光子４４とを含
むサンドウイッチ形式の構造で形成されている。第２表
示装置のセルとバルブの切替え状態は、少なくとも１つ
の外部制御部材９に作用する操作の関数として制御ユニ
ット２３によって制御される。この第２表示装置２４は
クリスタルガラス２０と統合して一体に形成することが
できる。
【０００８】表示セル２６は従来の方式で、透明な前面
基板３０と、やはり透明である背面基板３２と、両基板
３０、３２によって液晶２７を含む１つの閉鎖空間を形
成する離間閉鎖手段を形成する密封フレーム３４とを含
む。各基板３０、３２の反対面はそれぞれ例えばＩＴＯ
で作られた透明な電極３６、３８を含む。図示した例で
は、背面電極３８は基板３２の表面全体に広がり、一
方、前面電極３６は制御ユニット２３によって個別にア
ドレス指定可能なデジットに構成されている。デジット
の活動化状態（ＯＮ）と非活動化状態（ＯＦＦ）が接触
器６（図２）によって代表されている。したがってこの
セル２６は、液晶２７を透明状態から吸収状態に移すこ
とによって、または使用する液晶の形式に応じて逆に移
すことによって、英数字の文字を表示できるようにす
る。後で理解されるように、省エネルギーが非常に重要
である腕時計への適用では、電圧を加えないときにはセ
ルに透明状態を与え、電圧を加えているときには吸収状
態を与える液晶を使用することが好ましい。
【０００９】光学バルブ２８は液晶２９を含み、接触器
８を有し、セル２６の構造と同等の構造を有し、ただ異
なる点は、２つの透明電極が上部基板３１と下部基板３
３との反対面を全体的に覆っているのでバルブ２８は完
全な透明状態から完全な吸収状態に移ることができる
か、または使用する液晶の形式に応じて逆に移ることが
できることである。先に示した理由のために、液晶２９

4
は電圧が全くない場合には透明状態を有するように選択
されることが好ましい。
【００１０】欧州特許第ＥＰ０９２６５７４号に開示さ
れた例は、本発明によって探求された目的のために、２
つのスイッチ機構を提案しているだけである。図２に示
すＯＦＦ－ＯＦＦ構成では、読者には、偏光子４０、４
２、４４を通り途中ではセル２６とバルブ２８を通る光
線経路を追跡することによって、色が明るくても暗くて
もアナログ表示ダイヤル１８が可視であることが理解さ
れよう。図示してはいないが第２の構成ＯＮ－ＯＮによ
れば、ディスプレイ背景は、偏光された入射光にバルブ
２８によって９０°の回転が導入されるので反射偏光子
４４によって形成され、表示数字は、セル２６の前記活
動化された数字を通る９０°の回転を受けた入射光線が
偏光子４２によって吸収されるので暗色で現われ、こう
して第２表示装置は映された背景の上に暗色で現われ
る。ＯＦＦ－ＯＦＦからＯＮ－ＯＮへのこの切替え状態
の変化によって表示形式の反転が得られるが、コントラ
スト反転は得られず、色反転も得られない。同じことが
偏光子も相対配列方向を変更することによって適用され
る。どのような色効果がなくてもコントラスト反転を得
ようと試みるために、当業者は、前述の資料によって開
示された構造、ＯＮ－ＯＦＦ構成を変更することなく試
みることを当然考えることができる。前述のＯＮ－ＯＮ
構成に関しては、第２表示装置は変わらず、映された背
景の代わりにダイヤル背景上に現われるが、コントラス
ト反転はない。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】したがって本発明の目
的は、表示された情報の色または情報が表示される背景
の色を他と反転できるようにする特定の配置構造を提供
することである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】したがって本発明は、第
１表示装置を含み、第１表示装置の前面に第２能動液晶
表示装置が配置されているディスプレイ・アセンブリに
関する。この第２表示装置は、外部から第１表示装置に
向かって、前面第１色選択偏光子と、液晶ドットマトリ
ックスまたは液晶数字表示セルと、中間第２色選択偏光
子と、液晶光学バルブと、第１表示装置が暗い背景を有
する場合には反射的となり、第１表示装置が明るい背景
を有する場合には吸収的となる背面偏光子とを含むこと
を特徴とする。制御ユニットによって、表示される情報
または前記情報が表示される背景のいずれかに関して、
セルのために２つの切替え状態を選択し、色反転を生じ
させるバルブために２つの切替え状態を選択することが
できる。中間偏光子が前面偏光子および背面偏光子と交
差すると、情報に関して色反転が観察される。中間偏光
子が２つの他の偏光子と平行になると、背景に関して色
反転が観察される。できるだけすぐれたコントラストを
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得るために、前面および中間選択偏光子のための２つの
補色を選択することが好ましい。
【００１３】本発明のもう１つの態様によれば、セルが
切替えらないときは（ＯＦＦ状態）情報を供給せず、バ
ルブのスイッチ状態（ＯＮ／ＯＦＦ）の関数として、デ
ィスプレイ・アセンブリは第１表示装置のみを見えるよ
うにするか、またはミラーマスクによって全体的にマス
クされるようにする。下記の詳細な説明で示されるよう
に、このディスプレイ・アセンブリは、エネルギーを消
費せずに現在時間に関する情報を第１表示装置の上で永
続的に見えるようにし、色反転によって容易に区別する
ことができる２つの異なる形式の情報を第２表示装置の
上に必要に応じて現われることができるようにするＯＦ
Ｆ－ＯＦＦ切替え構成を有することができるので、腕時
計には特によく適している。この情報は、第１表示装置
によって得られる情報に対する補足的な時間関連情報、
または時計ケース内に収納されたセンサシステムによっ
て測定された数値などの非時間関連情報にすることがで
きる。
【００１４】本発明の他の特徴および利点は、添付の図
面を参照して下記の実施形態および操作例を読むことに
よってさらに明らかになろう。
【００１５】
【発明の実施の形態】本発明によるディスプレイ・アセ
ンブリの構造は、腕時計への適用の範囲内で図１を参照
して説明したものに匹敵する。しかしながら前面偏光子
が第１色「Ｖ」の選択偏光子１１であり、中間偏光子が
第２色「Ｒ」の選択偏光子１３であり、背面偏光子はこ
こに１７で示す第１表示装置が暗色を有する場合は反射
偏光子１５であり、第１表示装置が明色を有する場合は
吸収偏光子であるという点で異なる。したがって先に示
したようにこれは制御ユニット２３を含み、制御ユニッ
トは外部制御部材９に作用する操作の関数として、セル
２６の接触器６およびバルブ２８の接触器８によって切
替え構成を制御する。
【００１６】図３を参照して説明する第１例では、中間
偏光子１３は前面偏光子１１と背面偏光子１５に対して
交差しており、色「Ｖ」と「Ｒ」は緑と赤の補色であ
り、第１表示装置は暗色のアナログ表示ダイヤルによっ
て構成されている。
【００１７】本発明は、緑色選択偏光子のために以下簡
単に要約するように所定の色「Ｖ」または「Ｒ」の偏光
と選択の両方に関して色選択偏光子の不完全な性質を驚
くべき方法で活用することからなる。
【００１８】緑色選択偏光子を通過する単色非偏光緑色
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光は全体的に５０％の偏光を受け、これによって透過し
た光は非偏光緑色光として再構成される。入射光が偏光
子の偏光軸に平行に偏光される場合には、入射光は１０
０％透過される。入射光が偏光子の偏光軸に直角に偏光
される場合には、入射光は同じ偏光を伴うが５％と推定
され得るｘ％の強い減衰を伴って透過される。
【００１９】ここで緑色選択偏光子上の入射光が単色赤
色光である場合には、入射光は４０％と推定され得るｙ
％の減衰を伴って偏光子の偏光軸に沿って透過される。
赤色光が緑色偏光子に平行に偏光される場合には、これ
は８０％と推定され得るｚ％の少し強い減衰を伴って同
じ偏光軸に沿って透過される。赤色光が緑色偏光子に直
角に偏光される場合には、これは全部吸収されると考え
ることができる。
【００２０】同様な方式で、減衰係数ｘ、ｙ、ｚを赤色
選択偏光子上の赤色または緑色入射光のために見つける
ことができる。
【００２１】第１表示装置について、これが暗色である
ときには、それがどんな波長であっても入射光のｗ％だ
けを反射すると考えられ、この値は２％と推定すること
ができる。明色であるときには、これは光を１００％反
射すると考えることができる。最後に反射偏光子は、ど
んな波長であってもその偏光軸に沿って偏光された光の
１００％を透過し、逆に直角に偏光された光の１００％
を反射すると考えられる。
【００２２】下記の例でわかるように、これらの異なっ
た係数の組合せは全体的な指示的減衰係数すなわち優勢
な緑色または赤色を決定するが、この率は、自然の偏光
されていない光の他の波長と各波長に対する目自体の感
度を考慮しなければならないとすれば、観察された輝度
に対応していないことは明らかである。
【００２３】例１
すでに説明した図３の線図に対応する第１実施形態で
は、以下説明を簡単にするために単に緑「Ｖ」と赤
「Ｒ」からなるものとして考えられる偏光されていない
光を、前面に文字ａで示した矩形によって表す。文字ｂ
およびｌで示す次の矩形は、ディスプレイ・アセンブリ
の各構成要素後の、観察される効果に対応する矩形ｌま
での、２つの波長「Ｖ」および「Ｒ」の状態を表す。以
下の表１で、ａからｌまでの様々な状態が図３、４に対
応する第１切替え構成ＯＦＦ－ＯＦＦのために、および
図５に対応する第２切替え構成ＯＮ－ＯＦＦのために記
録されている。
【表１】
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【００２４】ＯＦＦ－ＯＦＦ構成では、色の緑「Ｖ」は
赤色選択偏光子Ｐ１３までは変えられず、この緑は水平
に偏光されて、係数ｙで減衰される。状態ｅでは、バル
ブ２８は９０°の回転を引き入れ、次いで緑色光は反射
偏光子１５の軸に平行に偏光され、この軸を通って緑色
光はダイヤル１７に当たり、新たな減衰ｗを伴って状態
ｇで反射される。緑色光は変更なしに偏光子１５を２回
目の通過として通り、それからバルブ２８で９０°の新
たな回転を受けるので、赤色選択偏光子１３の偏光軸と
平行な偏光軸を有する状態ｌに到達し、緑色光は偏光子
１３を通り、新たな減衰ｚを受ける。セル２６を通るこ
とによって、その偏光軸は９０°再方向付けされ、緑色
選択偏光子１１の偏光軸に平行な状態ｋに到達し、緑色
光は変更なしに緑色選択偏光子１１を通る。したがって
状態ｌにある観察可能な緑色成分はｗｙｚ「Ｖ」として
表すことができる。
【００２５】ここで赤色成分「Ｒ」の経路を追う。これ
は最初は緑色選択偏光子１１に平行に偏光されたｂ状態
にあって減衰ｙを受け、次いでｃ状態にあって９０°の
回転を受け、セル２６を通過して赤色選択偏光子１３の
偏光軸と平行な偏光軸を有して到達し、変更なしに偏光
子１３を通ることがわかる。バルブ２８、次いでセル２
６が９０°の他の回転を引き入れるので、赤色成分は変
更なしに反射偏光子１５を通過し、状態ｇでダイヤル１
７によって反射し、新たな減衰ｗを伴う。それからｋ状
態までバルブ２８は９０°の２つの回転を引き入れるの
で、赤色成分は緑色偏光子１１に平行に到達し、偏光子
１１を通って新たな減衰ｚを受ける。したがってｌ状態
にある観察可能な赤色成分はｗｙｚ「Ｒ」で表される。
したがって緑色と赤色の２つの成分「Ｖ」、「Ｒ」は同
じ減衰率ｗｙｚを受けるが、この減衰率は、他の色と補
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色の対すべてについて同じ現象が発生すると仮定して、
明らかに異なる減衰率で自然光を再構成することに注目
すべきである。
【００２６】したがってＯＦＦ－ＯＦＦ切替え構成で
は、図４に示すように第１表示装置を形成する暗いダイ
ヤル１７が見える。
【００２７】図５は、ＯＮ－ＯＦＦ切替え構成の線図と
ディスプレイ・アセンブリの観察可能な態様を示す。表
１の右側２欄は、セル２６の切替えられた数字に対応す
るディスプレイの部分の緑色と赤色２成分「Ｖ」、
「Ｒ」のａからｌまでの状態を示す。
【００２８】緑色成分「Ｖ」の経路を追跡すると、ＯＦ
Ｆ－ＯＦＦ切替え構成について見られたように、これは
連続してｄ状態で減衰ｙを、ｇ状態で減衰ｗを、ｌ状態
で減衰ｚを受け、すなわち観察可能な緑色成分をｗｘｙ
ｚ「Ｖ」として表されることを見ることができる。ここ
で赤色成分「Ｒ」の経路を追跡すると、これはｃ状態で
減衰ｙを受け、ｅ状態でもう１つの減衰ｘを受けるこ
と、これは反射偏光子１５によって反射されること、こ
れは再び連続してｊ状態で減衰ｘを、ｌ状態で減衰ｚを
受けるので観察可能な赤色成分はｘ2ｙｚ「Ｒ」として
表すことができることがわかる。
【００２９】減衰係数ｗｘｙｚの始めに示された平均値
を保持して、観察可能な赤色成分は０．０８０「Ｒ」％
で表され、緑色成分は０．０３２「Ｖ」％で表され、す
なわち赤色が優勢であることがわかる。したがってＯＮ
－ＯＦＦ構成では第２表示装置の情報はダイヤルの暗い
背景に赤で現われる。
【００３０】次に図６、７の説明用線図および表２を参
照する。
【表２】
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【００３１】セル２６によって情報を表示することがで
きないＯＦＦ－ＯＮ切替え構成は、図６と表２の最初の
２欄とに対応する。前述のように緑色成分と赤色成分と
の経路を追跡することによって、バルブ２８の切替えＯ
Ｎは赤色と緑色２つの成分の偏光を反射偏光子１５の偏
光軸に直角に方向付けするので、両成分は反射され、Ｌ
状態にあって同じ減衰率ｙｚを受け、すなわち両成分に
よって前述のように自然光を再構成することができるこ
とがわかる。この構成では情報は表示されず、観察者
は、特に時計において望ましい美的効果となり得る鏡面
反射背景のみを見る。
【００３２】ＯＮ－ＯＮ構成は図７と表２の最初の２欄
とに対応する。緑色成分はｄ状態において第１減衰を受
け、反射偏光子１５によって反射され、連続してｌ状態
で減衰ｚをｌ状態で減衰ｘを受けるので、観察可能な緑
色成分はｘｙｚ「Ｖ」で表すことができることがわか
る。赤色成分はダイヤル１７の暗色によるものも含めて
一連の減衰を受けるので、ｌ状態の観察可能な赤色成分
はｗｘ2ｙｚ「Ｒ」で表すことができる。減衰係数の始
めに示した値を保持することによって、緑色成分が非常
にはっきり優勢であることに留意すべきである。したが
ってこのＯＮ－ＯＮ切替え構成では第２表示装置の情報
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は鏡面反射背景に緑色で現われる。
【００３３】こうしてＯＮ－ＯＦＦ切替え構成からＯＮ
－ＯＮ構成に移すことによって、本発明によるディスプ
レイ・アセンブリによって第２表示装置に表示された情
報の色を赤色から緑色に切替えることができることがわ
かる。
【００３４】最後に図８を参照して、バルブ２８上に少
なくとも２つの反対切替えゾーンを設けることが可能で
あるから、同じディスプレイ・アセンブリによって赤色
の情報を暗い背景に、また緑色の情報を鏡面反射背景に
同時に表示できることがわかる。
【００３５】例２
この実施形態では、赤色を選択する中間偏光子１３は、
緑色を選択する前面偏光子１１と反射背面偏光子１５と
の両方に平行である。この構成は、単に中間偏光子を９
０°回転することによって図３の線図から容易に理解で
きるので図示されていない。この実施形態によって、２
つの切替え構成ＯＦＦ－ＯＦＦおよびＯＮ－ＯＮに対応
する表３を参照して概略説明するように、第２表示装置
の情報が表示される背景の色反転を得ることができる。
【表３】
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【００３６】第２表示装置が全く情報を供給しない表３
の最初の２欄の対応するＯＦＦ－ＯＦＦ構成では、緑色
成分は反射偏光子１５によって反射され、これはｌ状態
で減衰係数ｘｙｚを伴って観察可能であることがわか
る。赤色成分は暗いダイヤルに当たって多くの減衰を受
けるので、ｌ状態で減衰係数ｗｘ2ｙｚを伴って観察可
能である。これらの減衰係数は例１のＯＮ－ＯＮ構成で
得られるものと同じであるが、ＯＦＦに切替えられたセ
ル２６が全く情報を提供しないと仮定して、優勢な緑色
がディスプレイの背景を形成することが注目される。
【００３７】表３の最後の２欄に対応するＯＮ－ＯＮ構
成では、赤色と緑色２つの成分の減衰係数は同じで、例
１のＯＦＦ－ＯＦＦ構成で観察されるものと同じである
から、セル２６の切替えられた数字によってダイヤル１
７の暗い背景を見ることができることが理解されよう。
言い換えれば、この構成は第２表示装置によって供給さ
れる情報が緑色背景の上に黒色で現われることを可能に
する。
【００３８】新しい表を参照することを必要とせず、Ｏ
ＦＦ－ＯＮ構成は赤色背景が例１のＯＮ－ＯＦＦ状態に
おける同じ減衰係数で得られることを可能にし、例１の
ＯＦＦ－ＯＮ構成と同じ交替係数を有するこの実施形態
のＯＮ－ＯＦＦ構成は各活動化された数字にウィンドウ
が作られることを可能にし、第２表示装置によって供給
される情報が明色で赤色背景に現われるように鏡面反射
背景が現われることを可能にすることを、観察者は理解
されよう。
【００３９】したがって、この実施形態はＯＮ－ＯＮ切
替え構成からＯＮ－ＯＦＦ構成に、または逆に移すこと
によって、情報が現われる背景の色反転を可能にするこ
とがわかる。
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【００４０】もちろん例１の図８を参照して示されてい
るように、二重色反転を得ることも可能である。
【００４１】同じ減衰係数が異なる切替え構成で見つか
る場合でも、偏光子の相対配向が異なるとすれば、緑色
と赤色の成分各々の経路、特に偏光軸は異なることもあ
ることが最終的に注目されよう。
【００４２】例３
この実施形態では、赤色を選択する中間偏光子１３は、
緑色を選択する前面偏光子１１と平行であり、反射背面
偏光子１５と交差している。前述の例の教示を追跡する
ことによって読者は、ＯＮ－ＯＦＦ切替え構成は情報が
暗色で赤色背景に表示されることを可能にし、ＯＮ－Ｏ
Ｎ切替え構成は情報が明色で緑色背景に表示されること
を可能にし、すなわち情報が表示される背景のもう１つ
の色反転が得られるようにすることを容易に理解するで
あろう。
【００４３】同様に、例２について述べたものを参照し
て読者は、例３、４において選択偏光子１１、１３の色
を交換することによって色反転が所定の構造のために再
び得られ、唯一の差は切替え構成に関するものであるこ
とを理解されよう。
【００４４】例４
以下に説明する実施形態では、前面偏光子１１は緑色
「Ｖ」の選択式であり、中間偏光子１３は前面変更子１
１に対して交差することによって赤色「Ｒ」の選択子と
なり、背面偏光子１５は中間偏光子１３に対して交差
（すなわち前面偏光子１１に平行）することによって吸
収子となり、第１表示装置は明色のアナログ表示を有す
るダイヤル１７によって形成される。当初に示したよう
に、ダイヤルの減衰係数ｗは明色のためには値１に推定
することができる。この構造は図３に示したものであ
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り、これによって得ることができる色反転を以下の表
４、５を参照して説明するが、値１のｗ係数は報告され*

14
*ていない。
【表４】

【００４５】左側の２欄はＯＦＦ－ＯＦＦ切替え構成に
対応する。ここで見ることができるように、緑色成分
「Ｖ」はｄにおいて減衰ｙを、ｊにおいて減衰ｚを受け
て、ｌにおいて減衰ｙｚで観察可能である。同様に赤色
成分「Ｒ」はｂにおいて減衰ｙを、ｌにおいて減衰ｚを
受け、こうして減衰ｙｚで観察可能である。２つの成分
は同じ減衰率を有するので、自然光が再構成され、明色
のダイヤル１７を見ることができる。
【００４６】右側の２欄に対応するＯＮ－ＯＦＦ切替え
構成では、緑色成分「Ｖ」は連続してｄにおいて減衰ｙ*

*を、ｊにおいて減衰ｚを、ｌにおいて減衰ｘを受けて、
減衰率ｘｙｚで観察者に対して現われる。赤色成分はｂ
において減衰ｙを受け、選択偏光子１１に平行に偏光さ
れ、次いでｄにおいて減衰ｘを受ける。この偏光軸はｅ
において９０°だけ回転されるので、緑色成分「Ｖ」は
その偏光軸に直角な吸収偏光子１５に当たって完全に吸
収される。この切替え構成では、緑色は切替えられた数
字の優勢な色であり、したがってダイヤルの明色背景の
上に緑で現われて表示される情報の優勢色彩である。
【表５】

【００４７】左側の２欄はＯＦＦ－ＯＮ切替え構成に対 応する。ここに見ることができるように、緑色と赤色の
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２成分「Ｖ」、「Ｒ」は吸収偏光子１５に当たってこの
偏光子の偏光軸に直角な偏光を伴うので、これらの成分
は両方とも吸収され、背景は暗く現われる。
【００４８】右側の２欄に対応するＯＮ－ＯＮ切替え構
成では、緑色成分「Ｖ」は完全に吸収され、赤色成分
「Ｒ」は減衰ｘ2ｙｚを受ける。この切替え構成では、
赤色は切替えられた数字の優勢色であり、したがって表
示される情報は暗い背景の上に赤色で現われる。
【００４９】こうして、ＯＮ－ＯＦＦ切替え構成からＯ
Ｎ－ＯＮ切替え構成に移ることによって、この実施形態
は、明色の背景に緑色で表示された情報を暗い背景上の
赤色にする色反転を得ることを可能にする。
【００５０】例２、３、４で説明したように、色選択偏
光子の順序および／またはこれらの相対偏光軸を変える
ことによって別の色反転が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】２つの重なった表示装置を有するディスプレイ
・アセンブリを含む腕時計の断面図である。
【図２】従来の技術による機能モードの概略線図であ
る。
【図３】本発明による機能モードの説明用の線図であ
る。
【図４】本発明によるディスプレイ・アセンブリの４つ
の可能な切替え構成およびそれぞれ対応する映像態様を
示す概略図である。
【図５】本発明によるディスプレイ・アセンブリの４つ
の可能な切替え構成およびそれぞれ対応する映像態様を
示す概略図である。
【図６】本発明によるディスプレイ・アセンブリの４つ
の可能な切替え構成およびそれぞれ対応する映像態様を
示す概略図である。
【図７】本発明によるディスプレイ・アセンブリの４つ
の可能な切替え構成およびそれぞれ対応する映像態様を
示す概略図である。
【図８】切替え構成によって二重色反転を得ることがで
きる実施形態の図である。 *
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*【符号の説明】
１  腕時計
２  中間部
３  裏蓋
４  電子時計ムーブメント
５  バッテリ
６  接触器
８  接触器
９  外部制御部材
１１  第１色の選択偏光子
１２  時針
１３  第２色の選択偏光子
１４  分針
１５  反射偏光子
１６  秒針
１７  第１表示装置
１８  表示ダイヤル
２０  クリスタルガラス
２２  第１表示装置
２３  制御ユニット
２４  第２表示装置
２６  液晶表示セル
２７  液晶
２８  液晶光学バルブ
２９  液晶
３０  前面基板
３１  上部基板
３２  背面基板
３３  下部基板
３４  密封フレーム
３６  前面電極
３７  電極
３８  背面電極
４０  吸収偏光子
４２  反射偏光子
４４  反射偏光子

【図２】
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